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企業技術
戦略研究
シリーズ

第 6 回

●高取 直
代表取締役社長 CEO

■インタビュアー

井芹 昌信 本誌編集長

本文：柏木 恵子　
写真撮影：渡 徳博

電波の再編が進み、移動体通信の

新たなプレーヤーが登場しつつあ

る。今回は、PHSサービス用の基

地局をWiMAX基地局に置き換え

て、移動体サービスを提供すると

発表している株式会社YOZANの

代表取締役社長 CEO 高取直氏に、

その戦略とWiMAXの優位性につ

いて伺った。

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
©1994-2007 Impress R&D



90 ││ INTERNET magazine ││ 2005 ││ 08 ││

WiMAXとポケベルでワイ
アレスブロードバンドを提供

■そもそもWiMAXとは何か、なぜこれ

に取り組まれるようになったのかからお

聞かせください。

●WiMAXは、7年くらい前からある構

想です。無線には、1つのアクセスポイン

トが30mくらい有効な無線LAN（Local

Area Network）と、もう少し広いエリア

をカバーする無線MAN（Metropolitan

Area Network）という構想がありまし

た。携帯電話の基地局の有効範囲が3～

4kmで、1つの基地局で600～1000人く

らいのユーザーを収容できるのですが、

それに対抗できるようなブロードバンド

のFWA網はないかということで企画構

想され始めたのが無線MANです。各国

の電波の割り当てが見えないと実現が

難しかったのですが、ITUで国際的に電

波の整理をしていくなかで、2004年くら

いから急速に霧が晴れていきました。電

波割り当てがある程度定まったのを見定

めて、2004年にIEEE802.16-2004という

形でまとまったのがWiMAXで、スペッ

クとしてはFWA方式で有効範囲が約

70kmというものです。

重要なのは、この規格が国際スタン

ダードだということです。WiMAXフォー

ラム代表のマーガレット・ラブレキューと

いう方がいますが、彼女はインテル出身

の方と聞いています。インテルが、これ

まで大きな収益を上げてきたデファクト

スタンダードのプロセッサーであるPen-

tiumの次に育てるものとして、WiMAX

を位置付けています。できれば2007年

までに全パソコン標準搭載のプロセッサ

に育てていくと表明しているくらいです。

これはもう少し遅れるかもしれませんが、

今後価格が下がるPC用のチップに替わ

る収益源として、ホームアプライアンスにも

搭載していく方針ということです。つまり、

WiMAXが国際標準規格であり、インテ

ルがPentiumの次の柱として育成すると

いうことが、採用の最大の理由です。

もう1つは、米国の国策であるインター

ネット構想の総仕上げが全機器のワイア

レスブロードバンド網との接続であり、こ

れがWiMAXというプロジェクトだとい

うことです。我々は3Gだなんだという、

テレコミュニケーションカンパニーの進め

るクローズドな世界には参加しません。

以前、コンピュータの主流がメインフレー

ムだった時代にパソコンが出てきて、当

「WiMAXで
日本のワイアレスブロードバンドを変える」

初はセキュリティーがだめだとかいわれ

ながらも、結局普及して価格が下がっ

た。それと同じことがコミュニケーション

の世界でも起こると考えています。

ところが、このWiMAXを今年の6月

に世界でいっせいにスタートするに当た

り、東京だけ穴が空いていました。

■ ほかに手を上げる人はいなかったの

ですか。

●東京はNTTドコモとKDDIが強いの

で、外からはなかなか入れません。我々

は、PHSとポケベルの事業を買っていま

した。PHSを買った動機は設置ポイント

に魅力があったからです。

無線LANに近い、80mおきの20ミリ

ワット局が首都圏で7万箇所あり、5000

局のビル上基地局がある。これを無線基

地局に改装します。これだけの基地局を

丸の内や銀座界隈のビルの上に設置し

ようと思っても、今後は不可能です。資

産価値としては1000億とか300億とかい

ろいろな試算がありましたが、それよりも

なによりも、再現が不可能です。

■ということは、最初にPHSを買収され

る時から、ワイアレスブロードバンドの構

株式会社YOZANのプロフィール

●所在地　東京都豊島区東池袋
●設立年月　1990年8月
●代表取締役名　高取 直
●株式公開の有無　有（JASDAQ：6830）
●売上高　56億9百万円（2005年3月）
●社員数　約225名（2005年3月現在・パート、アルバイト含む）
●ウェブ　http://www.yozan.co.jp/

●事業内容
関東地区のPHSサービス「アステル東京」とポケベルサービス。

●2005年の事業戦略
PHSとポケベル事業で使用している通信インフラを有効活用し、
WiMAX技術を基盤とした音声／データの定額サービスを構築する。
固定無線網という市場に本格参入することで、明治以来続く固定有線
網や、過去10年で急成長した移動無線網とは異なる、新たな通信市場
の創造を目指す。
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想があったわけですか。

● 買った直後にかなり大規模な無線

LANの実験をしました。結論は悲惨で

したけれど。Wi-Fiは電波が有効100m

くらいしか飛ばないし、距離が飛ぶほう

の無線は仕様がばらばらだしで、事業に

ならんと。おまけに電波の割り当てが

まったく見えていなかった。

それで、なぜポケベルとPHSかという

と、これには狙いがあるんです。広域の

無線LANでは、おそらく上の帯域が割

り当てられるだろうと。そうすると、電波

特性としては回り込めない。そこで、「あ

なたを呼んでますよ」というワンウェイ

メールと着メロを、ポケベルでやろうと

思ったのです。ポケベルの280MHzとい

うのは電波の浸透性が高いですから、ダ

クトやドアがあれば中継局なしで地下で

も回り込んで届くんですよ。5GHzという

のは、おそらくかなり見通し線がないと

使えないと思いました。そうかといって、

自分を呼んでるというワンウェイメールな

り着メロなりが届かないような、緊急時

に着信しないシステムでは使ってもらえ

ません。ですから、まずPHSとポケベル

を買収しました。ポケベルは再建に3～

4年かかりましたが、今年ようやく黒字化

できました。

PHSとポケベルを買収した時はいろ

いろといわれましたが、今となっては正

解なんです。私は、WiMAXとポケット

ベル（ページャー）を組み合わせた複合

サービスをやるつもりです。

サービスはVNOに任せて
我々は「土管屋」に徹する

■ポケベルと無線LANを使うというの

は、ユーザーに両方に加入してもらって

メールはポケベルのラインで送るという

ことですか。

● 3000円の固定料金で両方持ってもら

い、ポケベルでは最初は呼び出しだけで

す。うちはブロードバンド網とポケベル

網のインフラの整備だけをして、そこに

どのようなサービスを乗せるかはVNO

（Virtual Network Operator）事業者に

お任せします。

したがって、1つの端末に全部仕込み

たいという場合もあるでしょう。安心・

安全・信頼にかかわること、e-Japan計画

にからむところだけは直営ですが、あと

はキャリア、いわゆる土管屋に徹します。

我々の本当の狙いは、IPv6をコアとし

てその上で IPv4も動く、ワイアレスの

デュアルモードサービスの提供なんです

よ。IPv6/v4デュアルモードコアはもうで

きていて、FTTHではどんどん載せてい

く方向なんですが、実は国際スタンダー

ドのワイアレスに搭載される初のケース

がWiMAXです。

狙いはIPv6/v4のワイアレ
スブロードバンド

うちのWiMAXの特徴は2つです。こ

のデュアルモードコアと、アップリンクで

19Mbpsが出せるということ。最低でも

1Mbpsは出ます。「MicroMAX」という基

地局を使うのですが、雑居ビル街で1km

の有効性があり、19Mbpsの速度が出ま

す。つながりさえすれば、携帯でいえば

アンテナ1本立っていれば、アップリンク

で1Mbps出せます。これが、我々がすご

く期待しているところです。IPv6/v4デュ

アルスタックとアップリンク19Mbpsがワ

イアレスネットワークで使えるとなれば、

これは携帯電話事業者にはできないこと

です。それを12月に提供する予定です。

我々はコンシューマーユーザーにサー

ビスを提供するVNO事業者の支援に徹

します。注目しているのは、IPv6の意義
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と必要性ということです。社会基盤とす

るためにはIPv4では技術的に無理です。

FTTHでユーザー宅までネットワークが

来ても、IPv4ではユーザーが初期設定

をしなければなりません。しかし、IPv6

ならばプラグアンドプレイが可能になる

し、セキュリティーもしっかりしている。

家電は買って来てコンセントに挿したら

すぐに動かなきゃ嘘でしょう。いまの情

報家電はそうなっていないから、あると

ころからまったく広がらない。それを社

会的に実現の方向で進めていくなかで

の、WiMAXなんです。IPv6になれば、

ありとあらゆるものがプラグアンドプレイ

になりますから。

ですが、こちらはどのくらいのバンド幅が

必要になるのでしょうか。

● 非常に小さいです。しかし、ペー

ジャーには非常に大きな特徴がありま

す。浸透圧が強くて中継機なしで地下だ

ろうがどこだろうが回りこむことと、もう

1つは原理的に輻輳がありません。です

から、ポケベルのユーザーというのは一

定数から減りません。というのも、医師

や警察官、ある種の公務員など、緊急呼

び出しが必要な職種の方には不可欠だ

からです。携帯電話を持っていても、ポ

ケベルは必要なんです。医師の間では、

「ベルが鳴るときはよほどの事態」という

そうです。ポケベルを商業的見地からの

み評価した先進国は日本だけです。他国

では国家安全保障上、軍人などの緊急連

絡体制としてポケットベルを捨てないの

です。災害時や戦時下でも最後まで通信

網として温存できるし、復旧しやすい仕

組みですから。

データ容量が大きいが電波が飛ばな

い仕組みのWiMAXと、データ通信容量

はないがどこまでも飛んで地震などの災

害があっても最後まで止まりにくい仕組

みであるポケベルの組み合わせが、非常

に魅力的です。他の事業者がWiMAX

■ IPv6とワイアレスとなると、端末に対

する要求仕様は大きくなりそうですが。

● そこは関知しません。我々が提供す

るのは、5GHz帯でありながら1cmのガ

ラスを透過できる送受信機「Easy Sta-

tion」とPCカードのみです。このPCカー

ドは、提携事業者のSIMカードのような

ものです。今年はWi-Fiのみですが、来

年の6月頃にWiMAXによる5GHz帯の

PCカードができます。その後ページャー

搭載のPCカードも用意します。電信柱

の上などに設置する「Pro Station」が

Wi-Fiと5GHz両方に対応しており、基地

局とユーザーの中継をします。ユーザー

側で「Easy Station」は 5GHzで直接受

けてイーサ信号で出力し、カードは

2.4GHzのWi-Fiで受けます（図参照）。

我々が提供するのはメールとワイアレ

スブロードバンド網だけで、その上にど

のようなサービスを載せるかはVNO事

業者次第です。ただ、当社としてのお勧

めがあるかといわれれば、Skypeです

ね。個人的には、SIPは有線環境ではい

いプロトコルだと思いますが、無線では

ゆらぎが大きすぎると思います。

■ページャーと組み合わせるということ

Wi-FiのPCカード

Easy Station

5GHz帯のPCカードや
USBアダプタ

ユーザー

光ファイバー

基地局（MicroMAX-SDR）

Wi-Fiアクセスポイント
（Pro Station）

WiMAX（5GHz帯）

WiMAX（5GHz帯）

WiMAX（5GHz帯）

Wi-Fi（2.4GHz帯）

YOZANのWiMAXネットワークで用いられる製品
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に参入してきても、我々はそこで差別化

できると思っています。

■イーアクセスも最近WiMAXに参加を

表明しましたね。

● にぎやかでけっこうなことです。

WiMAXには互換性がありますから、事

業者が増えればエリアも広がります。

ユーザーにとってはいいことですよ。

このような状況になったのは、電波行

政が変わったからで、我々新興事業者か

ら見れば開かれた総務省への変身です。

今の電波行政は、技術的に是か非か、技

術的に是ならそれが国益に適うかどうか

で判断されています。非常に公正です。

■ 携帯電話事業者も競合相手になりま

すよね。

● なるかなぁ。携帯電話の現在の契約

者数はやはりすごいですよ。さらに現在、

新幹線で移動中でもデータ通信できるわ

けですからね。彼らはそれをどんどん追

求すればいい。ある海外事業者は携帯

電話とスカイプのデュアルモード端末を

開発中です。必ず協力する時期が来ると

思います。しかし、当面の我々はセミモ

ビリティーとFWAにおけるIPv6/v4デュ

アルサービスを提供しユビキタス社会を

実現します。つまり、インフラ上流のサー

ビスを提供することになります。

このポイントは、自分でWiMAXのよ

うなブロードバンドのインフラ建設をす

るのがばからしくなるくらいの価格で提

供できるかどうかです。それは、ほかが

設備投資したものをリニューアルして使

う我々だからこそ可能なことです。資金

調達もすでに済ませています。全体枠と

しては、300億円くらいで東名阪を整備

して、他のエリアはフランチャイズでやり

ます。6月の実験に参加するのは、そう

いうフランチャイズの希望の電力会社や

キャリア、自治体なども含まれています。

東京、京都などで実験します。

■モバイル対応の802.16eについてはい

かがですか。

●来年秋くらいから動き始めて、再来年

には製品ベースで出せるでしょう。今回

整備している基地局は、ソフトウェアの

アップデートで802.16eに対応できるよう

になっているので、安心して設備投資で

きるわけです。環境問題などを考えても、

資源消費型の時代じゃないですからね。

802.16eが4Gになると
携帯電話業界は大変動

■ 802.16eでモビリティーが強化される

と、携帯電話のリプレイスになりますか。

● 時速120kmでブロードバンドが可能

になりますが、携帯電話との関係は電波

の割り当て次第でしょう。ITUで802.16e

が 4Gとして推奨される可能性が非常に

高いです。そうなれば電話ですから、

堂々と2.5GHz帯に名乗りを上げられる。

2.5GHz帯がとれたら、3G方式の携帯電

話と競合するでしょう。価格的にはオー

プンな国際スタンダードのほうが競争力

が強いですから、携帯電話の世界に大き

な地殻変動が起こるでしょうね。

おそらく、3.5GHz帯は国際的な共通帯

域として日本でも割り当てになるでしょ

う。ここが割り当てられたら当面市場は

棲み分けになるでしょう。時速120kmま

での移動はWiMAXで対応できますの

で、既存携帯電話事業者も携帯電話と

WiMAXのデュアルモード化を経て方式

的には国際スタンダードの方式に落ち着

いて行くと思います。

■今は携帯端末のテクノロジーは日本が

強いですが、802.16eになると米国主導

になりませんか。

● それを金科玉条に掲げて国内産業の

保護とおっしゃる方もいますが、日本が

強いというのは本当ですかね。今、世界

の携帯電話端末ランキングの1位はノキ

アで、サムスンもがんばっています。上

位10社に日本の会社は入っていますか？

日本で携帯電話が進んでいるというの

は、ソフトウェアやコンテンツの部分で

あって、ハードウェアや販売実績ではあ

りません。つまり解放型の国際スタン

ダードで自由競争をやったほうが次世代

の産業全体から見て良いのではないか

ということです。

■今はその方向に進んでいるように感じ

られますね。

● 役所が変わったんですよ。行政が変

わらなければ、どんなことをいってもダメ

です。むしろ変わっていないのは事業者

側。我々の世代は、次の時代に非常にお

もしろい産業を興せると思っている。日

本人の緻密さと優秀さ、勤勉さで

IPv6/v4デュアルモードコアを早く無線に

載せてしまえば、そこから出るコンテン

ツは我が国の産業利益そのものですよ。

■まさにそのとおりですね。ありがとう

ございました。
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のファイルの内容に起因する直接的および間接的な損害に対して、一切の責任を負いません。お客様個人の

責任においてご利用ください。 
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im-info@impress.co.jp 


